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DIASとDIAS-Pの紹介 



DIAS-P 地球環境情報統融合プログラム 

平成23年度(2012)～
平成27年度(2016)事
業 

文部科学省気候変動
適応戦略イニシアチブ
事業のひとつ 

データ統合解析システ
ム(DIAS)の高度化・拡
張・利用促進 



DIAS-Pサイト 

http://grene.jp/ 

http://www.editoria.u-tokyo.ac.jp/projects/dias/ 



DIAS-Pが取り組む地球規模課題 

気候：炭素循環 温室効果ガス 気候変動予測モデルとの統合 

 水：水循環 全地球降水観測計画(GPM) 地球環境変動観測ミッション マル
チパラメータレーダ 

食料：農作物の品種特性や環境応答特性の解析 水産資源の確保  

生態系・生物多様性：生態系と大気が交換する物質の観測 

健康：人の呼吸器疾患や感染症と環境因子との関連 医療機関の配置計
画への適応 

都市：少子化・高齢化と災害への対応 都市空間と機能の凝集
化 潜在的リスクの顕在化 

プロジェクトの規模感 
DIAS-P 83名  GRENE環境情報 126名  



地球観測事業データプロダクトの
メタデータ収集 



平成２４年度事業概要 

5月31日 
• 省庁説明会 

6月～7月 
• 全事業に対する事前調査 

８月～ 
• メタデータ登録，取得 

年度内 

• 新規登録メタデータの俯瞰・検索システムから
の公開 



メタデータの収集 

平成２３年度地球観測の実施計画に登録され
ている155事業で収集されるデータを対象とし，
その内容を，国内外で広く共有し，これらのデー
タへのアクセスビリティを高め，分野を超えた統
合的利用を推進するために，まずドキュメントメ
タデータの登録と検索サービスの提供を行う 

まずは現状把握から 

事前調査を実施する 
   詳細は、下記サイトをご覧ください  

http://dias-d.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/dias-report/enquete/ 



事前調査 

 各事業のデータとメタデータ
に関するアンケート調査 

 総事業数155 （H23年度地球
観測の実施計画） 

 回答のあった事業 95 

 無回答の事業 
 測器開発など観測施策ではな

いもの 

 アンケート回答数130  

 複数事業にまたがるデータや
１事業中に複数の副課題が
ある場合を含む 



http://dias-d.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/dias-report/ 

文部科学省地球観
測実施計画事業を
対象としたアンケー
ト集計報告 



調査集計 



調査集計 



調査集計 



調査集計 



データ未公開の主な理由 

 データ作成中 

 公開に向け準備中 

 論文発表後に公開 

 国際共同プロジェクトのた
め単独公開は無理 

 商用データを含むため 

 品質管理後に公開 

 未デジタル化 

調査集計 



メタデータ作成 

Aグループ 
メタデータ取得 

Bグループ 

DIASメタデータ管理システム 

調査集計 
メタデータの書式

1.DIF 21
2.CSDGM 0
3.ISO19139(ISO19115) 7
4.その他 13
　独自フォーマット
　テキストファイル
　HDF
  netCDF
  HTML
  不明



メタデータ作
成

[回答]

メタデータ未
作成(A)

データセット有
無確認(A0)

メタデータ入
力依頼(A1)

メタデータ入
力依頼（その

他）

入力作業手順
相談(A2)

[回答]

メタデータ既
作成(B)

詳細調査(B2)

メタデータコンテ
ンツがあるのでメ
タデータ入力依

頼(B1)

継続的にメタ
データインポート

可能(B0)

メタデータ変換、
インポート方法

検討

あり
Yes

８月初め ８月下旬 ９月中旬 

１１月開始 

１2月開始 

適宜対応 

A0.未作成(データセット0）  

A1:未作成(データセット1から10)  

A2:未作成(データセット11以上) 

B0:作成済(DIASへ継続的にメタデータインポート可能) 

B1:作成済(メタデータコンテンツはあるが 

 メタデータ登録はDIASメタデータ管理システムで行う)  

B2:作成済(B0,B1以外) 

メタデータ作成
作業予定 

作業対象
からはずす 

No 

アンケート回答に基づき 

事業をグループ化 



 アンケート回答 

 メタデータ作成 

 A0:データセット0 

 A1:データセット1から10 

 A2:データセット11以上 

 B0:DIASへメタデータイン
ポート可能 

 B1： 改めてDIASメタデー
タ登録システムを通して
登録 

 B2: B2： B0, B1以外 

 メタデータ管理システムを
利用したメタデータ作成 

メタデータ作成・収集のための進捗状況まとめサイト 



   メタデータ作成・取得進捗状況 

メタデータ管理システムで作成 

他機関のメタデータを収集 

DIF, EML, JMP2.0, IUGONET, 独自フォーマットなど 



DIASメタデータ管理システム 

 メタデータ入力者はWebインタフェースを利用してメタデータを入力．クライア
ントにツールを配布しない． 

 入力されたメタデータをサーバ側がXMLで管理する．メタデータ入力者は
XML を意識する必要はない． 

 1データセットごとに1メタデータ（日本語，英語）を作成 
 データセットIDの付与、IDを基にした管理 

 最低限の必須項目（DIASとしての推奨項目あり） 

 手入力メタデータ項目を極力減らす． 
 言語非依存の項目は重複入力を避ける（言語ごとに個別セーブ可能） 

 テンプレート機能： メタデータ作成例参照機能や再利用 

 連絡先，作成者情報などが同一の場合は再利用 

 自動生成可能なメタデータ項目は，入力画面に表示しない． 

 カテゴリーは，メニュー選択により統制 

 キーワード入力のために辞書を組み込み 

 データの変更履歴，メタデータの更新履歴を管理する． 

http://dias-dmg.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/


DIASメタデータ管理システムによるメタデータ作成 
編集画面 



DIF メタデータ 

JMP2.0メタデータ 

ＰＡＮＧＡＥＡメタデータ 



他データセンターとの連携機能の開発 

OAI-PMH 

他データセンター 

メタデータ 

ISO 19115 

データセット情報 
(ドキュメント)の閲覧 

データセット俯瞰 
連携システムの
メタデータ 

検索による
データセット
レベルでの絞
り込み 

DIASデータ俯瞰・検索システム 

検索結果 

ISO 19115 

DIF 

DIASのメタデータ 

検索結果からのメタデータ提供
元のデータセンタに誘導 

メタデータのインポート 

 DIASメタデータと外部シス
テムメタデータの連携検索
機能を開発 
 JAMSTECデータカタログは

連携結果を公開済み 

 DIASメタデータをOAI-PMH
で外部に提供 

 データセットIDの整備 

 DOI採用を視野に入れる 

 地球環境観測国内事業の
34データセットのメタデータ
を収集 

 PANGAEAからのメタデー
タ取得 

 



メタデータの利用 



DIASデータ俯瞰・検索システム 



DIASデータ俯瞰・検索システム 
 DIASのデータセット全体のマ

トリックスによる俯瞰 

 キーワード検索/場所検索/
期間検索 

 英語・日本語切替のサポート 

 

 

検索インタフェース 

軸の切替 

分類に対応する 
データセット数 

リンクをたどってデータ
セット一覧を取得 
(カテゴリによるデータ
セット検索) 

マトリックスによるデータセット俯瞰 

http://dias-dss.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/ddc/ 



まとめ 

DIASのメタデータはデータセットに対して付与する 

メタデータ作成者には「メタデータとは何か」が浸透して
きた 

想定される利用者は研究者＋行政担当者 

収集したメタデータは英語、日本語がそろっているもの
は少ない 

メタデータ書式の違い、データの分野の違いをキー
ワードで吸収する方針なので、専門用語辞書による
キーワード推薦機能の導入を検討したい 



生産技術研究所公開のお知らせ 

【駒場リサーチキャン
パス公開】 
日 時： 2013年 5月31日

(金) / 6月 1日(土)10:00～
17:00  

場 所： 東京大学生産技
術研究所 駒場リサーチ
キャンパス東京都目黒区
駒場4丁目6番1号 

http://www.iis.u-

tokyo.ac.jp/ 

Ew-503にお越しください 

http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/



